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ご利⽤のご案内 

この度は scodt cloud の基本機能のご利用のお申し込みをいただき、あり
がとうございました。 
ご利用に際してはこの書類を良くお読みください。 
ご不明な点などは、ご案内した担当者にご質問し、解決してください。 
 
ご利用に際しては下記をご準備ください。 
 
１．基本情報（ご氏名や連絡先などは申込書で確認します） 

□GS1 事業者コード（おわかりになればご記入ください） 

流通システム開発センターにて発行しています。過去お申し込みされ

た経緯がある場合は、「GS1 事業者コード登録証明書」にて有効期限
を確認してください。 

□基本 GLN（おわかりになればご記入ください） 

「GS1 事業者コード登録証明書」に記載されている 45 若しくは 49
で始まる 13 桁の数字です。 

□GTIN（JAN コード）必須 

GS1 事業者コードの下に３桁の数字（０〜９）で御社にて商品単位（重
さや、色、内容などが異なるごとに代わります。リストを作成して管

理してください。 
 
２	 商品や関連する情報をご準備ください。 

コンテンツの準備（ホームページが無くても製品から伝えられます） 
! A4 縦で作成した PDF データとなります。 
! 手書きのものは PDFにします（ご不明な場合はご相談ください） 
! お客様（流通小売事業者も含みます）に伝えたいパンフレットや
ホームページに書いていないリアルな情報が効果的です。 
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コンテンツについて 
! 農家の方・・・手書きで、大きくわかり易く顔写真や畑や景色、
地域の特性などをぜひお伝えください。無農薬栽培などの場合は、

その証明書をぜひ利用して下さい。 
! 様々な証明書（無い場合は不要です） 
! 農家なら無農薬の試験結果、機械などは安全検査や試験データな

ど、scodt のアプリから誰でも見る事が出来ます。取引先から求
められたらいつでもモバイルで見せる事が出来ます。 

! 製造業の方・・・まずは出荷前に本体に QR を表示しましょう。

JAN コードとロットコードだけ決めれば QR コードは作れます。
また、市販のラベルにて社内のプリンターやコピー機で出力し、

当面進めます。 
! 内容はともかく、今あるトリセツや営業資料、特に試験成績表や
証明書などをリンクしましょう。コンテンツはいつでも差し替え

が出来ます。 
 

３．	 確認事項：商品の表面などに専用の QR コードを表示します。  

! 20mm×25mm 程度のスペースが必要です。 
! 既に印刷したラベルやパッケージの在庫は有る場合は、当面、市
販のラベルで scodt の QR コードを自宅や事務所のプリンター、
コピー機などで印刷して対応できます。 

! 在庫が無くなる前にご指定の印刷会社などにてラベル面に表示
してください。 

ご不明な点がありましたら当社若しくは代理店担当にご相談して

ください。 
 
 

 
出荷してしまったらもう対応できません。手元にあるうちに「GS1QR」

を本体やパッケージに表示してください。	
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scodt cloud 運⽤ガイド ver1.0 

TDN インターナショナル株式会社 

 

l scodt cloud のご利用に際しては、下記の運用ルールを順守してください。 

l このマニュアルは必要に応じて適時改定を行いますので、ご利用に際しては常に

内容をご理解いただき、正しい運用にご協力ください。 

l 必要に応じ担当者の研修などを行いますのでご利用ください。 

 

① 登録に際し日本語は全角、英数は半角で記号は使用できません。また無駄な余白

スペースなどは検索などに影響を与えるのでご注意ください。 

② 当該システムでは、長期にわたり安定した利用環境を維持するために、流通情報

の世界標準化機関 GS1 のルールを採用しています。その利用上の制限などは GS1

のルールに従っています。ただし、GS1QR の具体的な B2C 運用は他に例が無いの

で、今後変更などが判明した場合、速やかにご対応ください。 

③ 製品のリスク管理のために、JTDNA の規定するリスクコードを製品分類に利用し

ています。登録費用、登録する際のコンテンツの品質などにも影響する事ですの

で、リスクの高い製品の場合は必ずご確認ください。 

④ 登録時には製品のロット予定数を、ロット単位の生産数が確定した場合は修正し

てデータ保管を行って頂きます。これは万一リコールなどの際の回収・廃棄率の

母数として、より正確な製品リスクの管理、PL 保険やリコール保険対応などに利

用できます。 

⑤ 製品を特定するコードは GTIN13（生産国のコードを利用する場合はその国の GTIN）

を利用し GS1QR の規定に従い、先頭に 0を追加し 14 桁表示とします。 

⑥ ロット管理コードを GTIN の次に AI(ISO で規定されている拡張子)で連結し、企業

内の任意のコード体系を利用できます。これにより同じ GTIN でも生産場所の異な

るものなどの情報を組み込むことができます。 

桁数と GLN などのチェックデジット（数列最後の１桁の数字）は正確に利用して

ください。不備があると QR シンボル生成時に不具合となります。 

具体的には登録年月などの 6 桁表示の後に 14 桁（合計英数で 20 桁）にて例えば

農産物であれば圃場コード、製造工場を特定する GLN（GTIN 発行に際し流通シス

テム開発センターより発行されています）を利用することで高度なグローバル標

準化に対応できます。 

⑦ 寿命の設定については、設計寿命（設計上決められた寿命で、食品などは消費期

限）、設計寿命は許容誤差を組み入れた寿命期間を期待寿命（食品などは賞味期限）

とし、設計寿命の 8 割り程度（社内規定などによりますが、考え方は JTDNA で発
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行している「最新！PL 対策解説書 2019」を参照）として登録します。 

※ このシステムでは登録時の期日が到来するとシステムから機械的に表示切

り替えが行われますので、どちらかだけで登録することもできます。ただし、

通常設計寿命到来後は使用できないので、「間も無く寿命時期が来るという

伝え方で期待寿命、実際に使用できなくなる期限を設計寿命」として利用さ

れていますが、自社の社内規定を鑑み設定してください。 

⑧ 取扱説明書など、誤使用との関連の深い情報については当面 PDF としています。

これは今後 AI の利用などが進む中で、自動翻訳による誤翻訳に起因したクレーム

や事故の責任などについての検証がされていないことであり、現時点では当社と

しては認めていません。なお、参考までに多言語対応は英語翻訳を行ない、その

英語を元に多言語に展開することが一般的です。 

⑨ 証明書などの表示については、試験データも含め、第三者機関での製品に関わる

証明書などを PDF でページ連結して利用します。 

⑩ プッシュ通知の乱用により当社や当該システム利用者、モバイルユーザーなどか

らのクレームなどが生じた場合は当社より通知による事実の確認と改善をお願い

します。その後、改善などがなされず、クレームやシステムの信頼性を毀損する

ことが予想される場合はシステムの利用制限、利用の中止を行います。 

⑪ GS1QR のコードを 2 次元シンボルの GS1QR に生成するには、生成条件などの最新

の情報を組み込まれた Adbe Illustrator プラグインソフトウエア フラッシュ

バックジャパン社の ROBO4 もしくは ROBO5 を推奨しています。CS6 環境では利用

できませんのでご注意ください。なお、生成する環境のない場合は当社にて作業

環境の確認された委託先を紹介します。 

⑫ 登録業務を外注したい場合も同様に作業環境の確認のできた委託先を紹介します。 

⑬ 印刷などにて GS1QR シンボルを表示する際は、上記ソフトでの生成寸法を縮小す

ることはできません。また、生成されたシンボルを画像にて使用することは原則

禁止ですが、解像度 150dpi 以上で動作確認を行い自社責任で利用ください。 

⑭ シンボル表示に際して、シンボル周囲は生成時の 

背景色白を基本的に維持します。その下に平文字 

（フォント指定はありません）にてアプリ名称 

GS1QR scodt®を表示します。 

フォントサイズは指定しませんが認識できるサイ 

ズとして 6point 以上を推奨します。 

右はその利用イメージです。 

⑮ シンボルの耐久性は、基本的に製品寿命と 

同一、特に長期使用製品はそれ以上を目安 

にしてください。 
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例えば透明シールの裏印刷、表面を透明の耐久性の高いフィルムでカバーし擦過損

を防止することやセラミック（陶）製などの耐久性の高い素材や印刷・レーザーマ

ーキングなどがあります。いずれの場合も背景とシンボル（黒）との反射率 80％

以上を維持してください。コントラストの計測試験機関などについては、一般財団

法人流通システム開発センターなどにお問い合わせください。 

⑯ シンボルの表示場所などについて 

このシンボルはいつでも製品使用者が見やすい場所に表示することが大切です。住

宅設備などでは側面や屋外装置だけの表示では設置後に確認できなくなることを

想定した表示が重要です。機器本体が屋外に設置されても、例えばリモコンや設置

場所の見やすい場所にラベルなどで表示すること、そして表示する際には、使用者

登録や取扱説明書、安全情報を伝えるために、アプリを使用していただき、一度は

取扱説明書などが閲覧できることを伝え確認する必要があります。特に販売店でも

店員がそれらのことを伝えることがこのシステムの利用効果と深く関わります。 

⑰ アプリインストール情報について、専用アプリ（GS1QR scodt）をインストールし

ていただくための案内は、取扱説明書の表紙、ホームページ、本体での表示や同梱

物などでユーザーに伝えることが大切です。当社にてテンプレートを用意していま

すのでお申し出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       取扱説明書での表示        多言語の案内など 
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コード利用方法の参考： 

 

GS1QR のコード体系を使用することで、多くのメリットが生まれます。 

GTIN は製品出荷後（流通小売）において、唯一世界でのユニークコードとして利用で

きるコード体系です。これを利用してより精度の高い製品管理が可能になります。下記

に利用例などを示しますので、これらを参考に自社の業務効率化、長期の製品情報の管

理、POS などへの利用などが考えられています。 

 

【流通小売事業者の利用】 

PB 商品、取扱製品 

(01)GTIN14(10)英数 20 桁(8200)URL←自社の専用アプリの場合は変更 

自社 GTIN＋年月と製造者 GTIN or GLN 

製造者 GTIN＋年月と自社 GLN もしくは社内コード 

 

【ハウジングメーカーの利用】 

PB 商品、取扱製品 

(01)GTIN14(10)英数 20 桁(8200)URL←自社の専用アプリの場合は変更 

自社 GTIN＋年月と製造者 GTIN or GLN、製品製造番号 

製造者 GTIN＋年月と自社 GLN もしくは社内コード（製造番号・管理番号など） 

 

【長期使用製品安全点検制度関連事業者の利用】 

PB 商品、自社製品 

(01)GTIN14(10)英数 20 桁(8200)URL←自社の専用アプリの場合は変更 

自社 GTIN＋年月と製造番号 

 

※ なお、当社のノウハウを利用し自社でシステム構築運用する場合は条件などを別途お伺いし、

対応します。 

 

 

以上 

2019.3.27 
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scodt®cloud 基本機能利用に関する重要事項の説明  
 
当社のクラウドサービス scodt®cloud（以下当該サービス）の基本機能をご利用
になる際の重要事項です。良くお読みになり不明な場合は当社もしくは担当代

理店にお申し出の上ご確認ください。ご理解されてから所定の申し込み手続き

を行ってください。又当該サービスの詳細は約款に規定されていますので、こ

ちらもお読みください。 
 
１	 個人情報の扱いについて 
①	 申し込みに際しては個人情報をご登録させて頂きますが、これは当該サー

ビスのご利用に際し、当社よりご連絡などをする際に使用します。 
②	 申し込み時の書面（以下「書面」）は、電子情報としては３カ月間保管しそ

の後消去します。 
③	 システムに登録された情報は、当社の個人情報の扱いに従い、安全に保管

致します。 
④	 登録製品について、リコールやシステム上のトラブルが発生した場合、当

社より登録された連絡先に連絡を行うなどの場合に登録時の個人情報を利

用します。 
 
２	 登録される製品情報について 
①	 登録が完了した製品情報は、当社若しくは担当代理店より製品単位に

CSV(Excel等にインポート可能なファイル形式)のデータを電子メールで送
信します。内容を確認いただき、送信後７営業日までに修正のご依頼のな

い場合は、書面を３カ月間保管しその後消去します。申し込みから３カ月

以内であれば無料で修正致します。 
②	 ３カ月を経過した後の修正、変更は１作業単位で課金対象となります。 
③	 登録された製品情報の内容について第三者から問い合わせがあった場合、

当社では対応を控えさせて頂きます。 
④	 登録された商品情報の内容について表現や表示内容のコンプライアンス違

反などの疑義などが生じた場合、当社若しくは代理店より修正変更の依頼

をメールなどで行います。遅滞なく修正などの対応をお願いします。複数

回修正をお願いしても修正対応が確認できない場合は、情報公開を停止し
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ます。 
 
３	 アプリケーションソフトウエア（アプリ）について 
①	 当該サービスは、iOSは App Store、Androidは Google Playより、「GS1QR	

scodt」にて無料でダウンロードしてご利用いただきます。 
②	 希に対応の出来ない機種、最新のバージョンに更新していないモバイル端

末の場合、インストールや動作に不具合が生じる場合があります。 
③	 アプリやシステムなどの更新、メンテナンス等により一時的にご利用でき

ない場合がありますが、システム障害を伴い、回復に時間を要する場合は

当社サイトにて状況を報告いたします。 
④	 アプリの機能やご利用に際しては、https://scodt.jp	 にて公開しています。 
 
４	 システム障害などについて 
①	 通常の情報通信サービスと同様に、当該サービスも、サイバー攻撃、何ら

かのシステム障害などによりご利用できなくなる可能性が有ります。対応

に 24 時間以上かかる場合は、当社 web サイトなどに障害の状況などを公
表いたします。 

②	 サイバー攻撃などにより登録情報が消失した場合は、バックアップデータ

より再構築する事になりますが、バックアップが間に合わなかったものに

ついては、再登録する事になりますので、代理店若しくは当社にご連絡く

ださい。 
③	 災害や戦争・テロ・争議などにより契約期間であっても当該サービスを再

開することが出来なくなった場合などについては、他の一般的なサービス

と同様に、当社の責任を問う事は出来ません。 
④	 この書面の内容は、適時修正変更を行います。 

 
以上 

 
 

2019年 5月 1日 
TDNインターナショナル株式会社 





TDN書式 ENT1.1 
 

©TDN International Ltd.2019 
 

scodt ® cloud登録申込書	 	  

TDNインターナショナル株式会社 

申込番号（GS1事業者コード/-西暦４桁/３桁の社内番号）                                   

重要事項の確認（確認済みレ）	 	  □運用ガイド	 □重要事項	
scodt○Rご利用者記入欄（全てご記入ください） 

申込日  	 	 	 	 年	 	 	 	 月	 	 	 	 日 
お申込者（法人）名  
部署	 役職	 担当者氏名  
電話番号 固定  携帯  
住所 
 

〒	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

メールアドレス  
登録製品明細 品名 個数 小計 
 リスク区分	 A(@50,000)    
 リスク区分	 B(@30,000)    
 リスク区分	 C(@15,000)    
登録合計（税別）    
代理店記入欄 
代理店名 担当者 
電話番号 固定  携帯  
住所	 〒 
受付日	 	 	 	 年	 	 月	 	 日	 	 	  TDN送信日	 	 	 	 年	 	 月	 	 日	  
コメント： 

TDN記入欄 
受付日	 	 	 	 年	 	 月	 	 日 担当者 
請求確定日 	 	 	 	 	 年	 	 	 月	 	 	 日 
請求書 作成者 

 
FAX送信先	 03-3962-5515 Email  info@tdn-japan.com 



TDN書式 PI 1.0 
 

TDNインターナショナル株式会社	 ©TDN International Ltd.2019 
 

scodt®cloud登録製品情報	  

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	           TDNインターナショナル株式会社 
申込番号（GS1事業者コード/-西暦４桁/３桁の社内番号）                                   

代理店記入欄 
代理店名 担当者名 
受付日（※1） 	 	 	 	 年	 	 	 月	 	 	 日 
登録完了日（※2） 	 	 	 	 年	 	 	 月	 	 	 日 

TDN記入欄 
受付日 担当者 
※１:  この日を製品登録、及びテンプレート生成作業の開始日とし 14日以内に納品するも

のとする. 
※２:		登録完了後遅滞なく当社にファイル（複数ある場合はフォルダにて）を送信する. 

 

会社名  
部署名 担当者名 
連絡先電話  
メールアドレス 
リコール連絡 （携帯優先） 
郵便番号 住所 
商品名  
リスクコード  
GTIN（JANコード）  
ロット番号  
検索キーワード（カンマ区切り）  
GS1QRコード  
商品番号  型式  ロット予定数  
出荷開始日 販売終了日  
点検時期 設計寿命  
期待寿命 保証期間  
取扱説明書 （日）□有り□無し（英）□有り□無し（漢）□有り□無し 
EVIDENCE □有り□無し 
リンク先 URL  


	空白ページ



